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　まず、タンパク質の三次構造というのは、α-ヘリックス構造やβ-シート構造をとらずに、アミノ酸の側鎖同士を結ぶ無定型の部分があって、分子全体として立体的な構造をとったものである。それに対して、タンパク質の四次構造は、一塊のポリペプチド鎖が複数個、非共有結合によって集合体をつくってできる構造である。この時、単位となる個々のポリペプチドをサブユニットという。これらの構造は、熱力学的に最も安定な構造に落ち着いた状態であり、同時に熱による変性なども起こる。また、同じ遺伝子からは、同じmRNAが作られるので、コドンコードコドンテーブルに従ってアミノ酸を連ねていくと、全く同じポリペプチド鎖ができ（アミノ酸配列となり），その安定な構造も同じものになる。	Comment by 伊藤 靖夫: 三次構造は二次構造を含みますので，この表現は適切ではないです。

大体OKです。
